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人類は古くからオーロラ等の天の異変を観察して記録に残し、現代では多くの人がデジカメで撮影したオーロ
ラ写真をインターネットに掲載している。本研究の目的は、人々が残したこれらの資産を自然科学に活かすこ
とである。実際に取り組んでいることは、１）歴史的な古文献中のオーロラ記録のアーカイブ、２）市民参加
型のオーロラ監視データの収集と公開、であり、その現状は専用ウェブサイト https://aurora4d.jp で確認で
きる。本研究では、世界的なオーロラの拡大に伴う宇宙災害を軽減する必要性の中で、人文系と自然科学系の
研究者の連携と、市民参加によってのみ発見可能となる新しいデータを生み出している。なぜ、どう思って記
録していたのか、という当時の人々や世界背景も興味深い。例えば私が面白いと思った記述で、天変は不吉な
ものとも限らなかったいう例がある。「をりをり草」の中ではオーロラは悪い予兆とも限らずもしかすると豊
作になるかもしれないと喜んだ人もいたようだ、と日記が終わっている。なぜこういうこと書いたのか、と人
文系の先生たちと話せば話すほど深みを感じる喜びを共有して研究ができる。「市民参加型」と「SNS利用」と
いった、今ならではの新要素は、知の個人プレーが腕の見せ所だった赤気研究の常識を破壊し、集まるはずの
なかった仲間が集まり、新分野を実践的に考察する場としても興味深いと思われる。講演では、この「オーロ
ラ4Dプロジェクト」で実践中のアウトリーチ的な取り組みについて紹介する。
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